
能美市：能美市医師会管内
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○主たる診療科別の診療所医師数

（別紙）

（出典）外来医師偏在指標に係るデータ集（厚生労働省）

○診療科別の診療所数

※複数診療科を標榜している場合、それぞれの診療科にカウントしている

（出典）「地域医療情報システム」（日本医師会）

＜診療所医師数及び診療所数に関する郡市医師会からのメッセージ＞

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市医師会の開業医では数年以内に継承を予定されている複数の医療機関がある。また標榜
科（複数診療科）と実際に機能している診療科に違いがあるところもあるため詳細な情報につ
いては直接、能美市医師会に問い合わせていただきたい。

南加賀医療圏の外来医師偏在指標：94.2

市町

18 4 4 0 7 1 1 0 1 1 2

能美市 17 4 4 0 7 0 1 1 1 1 1

川北町 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
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○訪問診療を実施している医療機関数

市町 診療所数

うち調査回答機関数

うち訪問診療実施機関数

担当患者数別

1～9
名

10～
19名

20名
以上

能美市 33 21 11 7 1 3

市町 病院数

うち調査回答機関数

うち訪問診療実施機関数

担当患者数別

1～9
名

10～
19名

20名
以上

能美市 3 3 1 0 0 1

（出典）H28石川県健康福祉部地域医療推進室調べ

○在宅当番医・休日夜間急患センターの実施体制

（出典）診療所数：「地域医療情報システム」（日本医師会）

在宅当番参加数：「救急医療提供体制現況調べ」（地域医療推進室）

＜訪問診療に関する郡市医師会からのメッセージ＞

＜在宅当番医・休日夜間急患センターに関する郡市医師会からのメッセージ＞

○その他の医療機能に関する郡市医師会メッセージ

参加数

（注）医師会の行事日など

①内科 診療所20　病院2（注） ・能美市24　・川北町2 内科で小児患者も診療

①内科 登録医121人（うち大学派遣75人）

②小児科 登録医53人（うち大学派遣33人）

区分 （参考）郡市医師会

○南加賀急病センター

※南加賀急病センターは南加賀３市１町により合同で運営

能美市医師会（26）○能美市医師会・在宅当番医

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市の地域包括支援センターと医師会の医療コーディネータが域外から神経難病や終末期医療など
の在宅医療を必要とする患者について訪問診療を行う医療機関に紹介している。（昨年の実績15件）
自宅等への訪問診療の数自体は介護施設入所などの影響もあってあまり増加していない。市内の３病
院は訪問診療の後方支援を行っている。

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市、川北町の休日当番医は市内の病院と協力して能美市医師会で行っている。各医療機関、年に
３回程度担当している。

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市医師会は能美市と川北町の医師会員から構成されている。
能美市医師会は能美市と協働で医療、介護および福祉の多職種によるMCNという活動や医療コー
ディネータを通じて地域包括ケアシステムの実践を行ってきた医師会である。
また能美市は最近、子育て世代が多く移住しており、全国の住みよさランキングで令和元年は８
位であった。



川北町：能美市医師会管内
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○主たる診療科別の診療所医師数

（別紙）

（出典）外来医師偏在指標に係るデータ集（厚生労働省）

○診療科別の診療所数

※複数診療科を標榜している場合、それぞれの診療科にカウントしている

（出典）「地域医療情報システム」（日本医師会）

南加賀医療圏の外来医師偏在指標：94.2

市町

18 4 4 0 7 1 1 0 1 1 2

能美市 17 4 4 0 7 0 1 1 1 1 1

川北町 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
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＜診療所医師数及び診療所数に関する郡市医師会からのメッセージ＞

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市医師会の開業医では数年以内に継承を予定されている複数の医療機関がある。また標榜
科（複数診療科）と実際に機能している診療科に違いがあるところもあるため詳細な情報につ
いては直接、能美市医師会に問い合わせていただきたい。



○訪問診療を実施している医療機関数

市町 診療所数

うち調査回答機関数

うち訪問診療実施機関数

担当患者数別

1～9
名

10～
19名

20名
以上

川北町 3 3 1 0 1 0

市町 病院数

うち調査回答機関数

うち訪問診療実施機関数

担当患者数別

1～9
名

10～
19名

20名
以上

川北町 - - - - - -

（出典）H28石川県健康福祉部地域医療推進室調べ

○在宅当番医・休日夜間急患センターの実施体制

（出典）診療所数：「地域医療情報システム」（日本医師会）

在宅当番参加数：「救急医療提供体制現況調べ」（地域医療推進室）

参加数

（注）医師会の行事日など

①内科 診療所20　病院2（注） ・能美市24　・川北町2 内科で小児患者も診療

①内科 登録医121人（うち大学派遣75人）

②小児科 登録医53人（うち大学派遣33人）

区分 （参考）郡市医師会

○南加賀急病センター

※南加賀急病センターは南加賀３市１町により合同で運営

能美市医師会（26）○能美市医師会・在宅当番医

○その他の医療機能に関する郡市医師会メッセージ

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市医師会は能美市と川北町の医師会員から構成されている。
能美市医師会は能美市と協働で医療、介護および福祉の多職種によるMCNという活動や医療コー
ディネータを通じて地域包括ケアシステムの実践を行ってきた医師会である。
また能美市は最近、子育て世代が多く移住しており、全国の住みよさランキングで令和元年は８
位であった。

＜訪問診療に関する郡市医師会からのメッセージ＞

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市の地域包括支援センターと医師会の医療コーディネータが域外から神経難病や終末期医療など
の在宅医療を必要とする患者について訪問診療を行う医療機関に紹介している。（昨年の実績15件）
自宅等への訪問診療の数自体は介護施設入所などの影響もあってあまり増加していない。市内の３病
院は訪問診療の後方支援を行っている。

＜在宅当番医・休日夜間急患センターに関する郡市医師会からのメッセージ＞

＜能美市医師会管内（能美市、川北町）共通＞
能美市、川北町の休日当番医は市内の病院と協力して能美市医師会で行っている。各医療機関、年に
３回程度担当している。


